
ところざわ倶楽部          活動報告 

                           野老澤の歴史をたのしむ会 

                                記 大 舘  徹 

さつまいも伝来の歴史、吉田家 4 代目のことを聞く 

講 話  吉田浩明氏（吉田家当代） 

実施日  令和 2年（2020）10月 15日（木） 

時 間  9：20～14：30  

参加者  23名 （内訳 男性 12名・女性 11名） 

配布資料 吉田家の系図について 

写真・弥右衛門覚書（所沢市指定文化財）→             本日のさつまいも堀 

「さつまいも」は江戸時代初めに日本に伝来して九州に広まったと伝えられています。鹿児島の薩

摩藩を由来として「さつまいも」と呼ばれていることです。この「さつまいも」は痩せた土地でも

よく育ち、旱魃にも強い作物として、荻生徂徠の建議を受け入れた八代将軍・吉宗（将軍位 1716

～1745）が青木昆陽に命じて栽培のテストを行い、有効であることが実証されたことから、江戸

近辺でも栽培されるようになりました。そんな時代この南永井村は、江戸時代に開拓された新田で

ありながら、地力が低いうえに灌漑用水が乏しかったため、夏の旱魃には特に弱い土地でした。「さ

つまいも」の噂を聞きつけた南永井村の名主 4代目の吉田弥右衛門（1700～1766）は、1751（寛

延 4）年、息子・弥左衛門（後の 5代目）を上総国（千葉県）に派遣して、200個の「さつまいも」

を買付け、栽培を始めました。これが周辺の村にも伝わり広く栽培されるきっかけになりました。 

そのような経緯から、この吉田家の敷地内に記念碑がたてられました。 

文化財保存の辞碑（写真左） 

一番左にある碑は「文化財保存の辞」で当時の記録を刻んであります。 

さつまいも造り始めの事 

本県の甘藷栽培の起源は二百十三年前吉田さんの祖先が此の地に始作普及したもので当時の記録

は次の通である。 

寛延四年二月廿八日江戸木挽町川内屋八郎兵衛殿世話にて かずさ国志井津村長十郎方へ弥右衛

門参り さつまいも二百コ二而代五百文買落銭共其壱分二朱懸り申し候 

四代名主 吉田弥右衛門    昭和 30年 1月 保存管理者 柳瀬村 

吉田家には弥右衛門覚書とよばれる古文書が伝わっており、所沢市の指定文化財となっています 

    
左・文化財保存の辞 中・史蹟南永井さつまいも始作の碑 右・始作の碑説明版 当代の吉田浩明氏の講話を聞く 



 

史蹟南永井さつまいも始作地之碑説版の内容 

 

南永井さつまいも始作地の碑 所在地 所沢市南永井 

吉田家には「史蹟南永井さつまいも始作地の之碑」とともに、「弥右衛門覚書」とよばれる古文書

が伝わっています。所沢市の指定文化財となっているこの覚書は、南永井村（現・所沢市大字南永

井）で名主をつとめた吉田弥右衛門とその子孫が、村内外の事柄を書き記した覚書で、その中には

柳瀬地区でさつまいも（甘藷）の栽培が開始された記事も収められています。寛延 4年（1751）2

月、弥右衛門は、弥左衛門を上総国志位津村（現千葉県市原市）に種いもの買い付けに行かせまし

た。弥左衛門は 9日後に帰村し、以後、さつまいもの栽培は、周辺の村々に伝わりました。そして

この地方一帯「富じゃとうなす、永井じゃさつま、日比田亀ヶ谷まくわうり」と唄われました。さ

つまいもは、新河岸川によって江戸へ運ばれました。集散地である城下町川越の名をとって「川越

いも」の名で全国に知られるようになったのです。 平成 17年 3月 所沢市商工労政課 

 

 

史蹟南永井さつまいも始作の碑の前で、中央に吉田氏とご母堂様      全員で、現地さつまいも堀体験 

＊所沢から現千葉県市原市迄は片道 80 ㎞以上当時は徒歩でしょうが往復 9 日以上かかっているようです。200

個のさつまいもを買付け、持ち帰りました。どのように行ってきたのでしょうか？ 

 

現在の所沢市と三芳町にまたがる広大な原野を 1694（元禄 7）年、川越城主となった柳沢吉保が

開墾。開拓事業は 3 年目の元禄 9 年に終了した。短冊が並んだような独特の地割は、中国宋時代

の手法を利用したとされる。縦横に延びる道路に面し、間口 40 間（72ｍ）奥行 375 間（675ｍ）

面積 5町歩（約 5ha）の地を 1戸分とした。道路から宅地、農耕地、山林の順に区切り、１戸ごと

に畑の中央に耕作道を設けて境界とし、防風を兼ねた茶の木を植え、整然とした地割が作り上げら

れています。南永井は幕府領で代官所の管轄開拓事業なので三富新田とは少し変わる地割農村風景

のようです。 

「南永井八幡神社」参拝。 境内の由来の碑には、当社は元禄年間（1688～1703）に創立された。

元々この土地は近世（安土桃山時代 1568）～江戸時代（1867）新たに開墾された土地で、貞享（1684

～1687）の頃に、上州（群馬県）新田郡下田中村の市郎左衛門の三人の息子達が父親からの命を

受け、初めてこの土地（南永井）に来て開墾を始めた。その後一・二年して父である市郎左衛門が

この地を訪れ、新田若宮八幡の心霊を奉戴しこの地の氏神として・・・・・・と刻まれています。 


